
（１）経営の基本方針

①公教育の場として，諸法，各種方針の趣旨，社会の要請，保護者の願いを十分受け

止め，自ら学び自ら考える心豊かな児童の育成に取り組んでいく。

②児童・職員の良さが十分発揮され，共に学び共に成長していく楽しい学校づくりに

努める。

③授業改善の取り組みを中心に，基礎・基本の確実な定着に努める。

④児童理解，教育相談に努め，児童の心を大切にし児童の心に生きる教師となるため

研鑽に励む。

⑤学校・家庭・地域が連携・協力して，変動する社会にたくましく生き，自己実現し

ていく基礎的な力を育てていく。

（２）教育課程の構造

（目指す児童像）

自ら学ぶ意欲を持つ子ども

（学校課題）

学 力 の 向 上 思いやりのある生活 体 力 の 向 上

教育目標 ◎自ら学ぶ子

◎思いやりのある子

◎からだをきたえる子

努力目標 ・自分の考えをもち，進んで学習する子

・きまりを守り，助け合って生活する子

・めあてをもち続けて運動する子

知育・徳育・体育の調和のとれた教育を推進

「書く力の育成」 【学校目標】

（思考力・表現力） 『書く力の育成』を通して，思考力の向上を図る。

〔校内研究テーマ〕

自分の考えを適切に表現できる子の育成（国語科）

ー思いや考えが伝わるように書かせる指導の工夫ー

「 知 育 」・「 徳 育 」・「 体 育 」 取 り 組 み の 重 点

基礎・基本の確実な定着 望ましい生活習慣の育成 めあてをもち継続して運動

・各教科の基礎・基本の徹底 ・規範意識・善悪の判断の育 する態度の育成

・「書く力」の育成 成 ・教科体育の充実

・考えることを大切にした授 ・基本的な生活習慣の育成 ・めあてをもち継続して運動

業 ・挨拶・姿勢・返事と丁寧 ・全校で取り組む体力づくり

・読書指導の強化 な言葉遣いの指導

・望ましい学習習慣の育成 ・ものを大切にする子の育成


